
＜幼保連携型認定こども園しゃろーむ 教育保育目標＞ 
１、ありがとうといえるこども 
２、かんがえるこども 
３、あそびをみつけるこども 
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日 曜日 ２月の行事・予定 職員研修等 

1 日   

2 月   

3 火   

4 水 
清鷹小学校新入学児童交流学習 

ひまわり組 父親参加日～2/6 

全国市町村教育委員会研修（文科省） 

              理事長 

5 木 進級記念写真撮影 9:45～ 乳幼児育成連絡会議 

6 金  比内支援学校たかのす校進路後援会 

7 土  令和７年度オンライン研修 

8 日   

9 月 すみれ希望組個人面談～2/13  

10 火    

11 水 建国記念の日  

12 木 月礼拝/お楽しみ会 給食検討会 

13 金 新年度保育説明会  

14 土  子育てネットワーク会議 

15 日   

16 月  チーフリーダー会  

17 火  
大館北秋田地区保育協議会役員会 

北秋田地区園長会 

18 水   

19 木   

20 金 未就園児しゃろーむ体験日 秋田県経営協議会セミナー後期 

21 土  秋田内陸線ひなまつり展示会～3/3 

22 日   

23 月 天皇誕生日  

24 火   

25 水   

26 木           

27 金 さくら組 秋田内陸線ひなまつり見学     
職員会 

第２回幼保小架け橋委員会/幼保小連携会議 

28 土   

聖書の言葉 
わたしがあなたがたを愛したように、 

互いに愛し合いなさい。 
＝ ヨハネによる福音書１５章１２節 ＝ 

―お知らせとお願い― 
○新年度保育説明会について 
日時：2/13(金) 18:30より開催いたします。 

内履きをご持参願います。 
 

○「秋田内陸線のおひなまつり」展示会 
期間 2/21(土)～3/3(火) 時間 9:00～15:00 
場所 阿仁ふるさと文化センター  
「さくら組」と「ひまわり組」の作品が展示されます。 
＊2/27(金)は、「さくら組」が秋田内陸線を利用して見学に 
行きます。 

 
○「さくら組」の書初めが秋田銀行 鷹巣支店に展示されます。 
 期間は 2/2(月)～2/27(金) お立ち寄りの際は、どうぞご覧ください。 
 
○抱っこ転倒注意‼   

冬期は、歩道や道路が滑りやすくなっています。 
歩くときは、お子さまから目を離さず、 必ず手をつないで歩く 
ようにしましょう。 
特にお子さんを抱っこして歩くことは転倒しやすいです。 
十分ご注意ください。 

 
○駐車場スペースが雪により狭くなることがあります。 
特に大きな車で園庭側駐車場を利用される方は、出来る 
だけ交差点に近い方の駐車場をご利用ください。 
吹雪や夜間になると視界が悪くなります。 
送迎の際は、園周辺の走行、駐車場利用の際は歩行している方々に、十分注 
意し最徐行運転でお願いします。 

 

２がつうまれのおともだち おたんじょうび

おめでとう 

 １さいになります 

５さいになります 

４さいになります 
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○○○○○さん （１９日） 

○○○○○さん （２２日） 

保育園留学で友だちが 

遊びに来るよ。 

○2/2～2/7 

 すみれ組 ○○○○○さん 

   さくら組○○○○○さん 

○2/9～2/14 

 さくら組 ○○○○○さん 

○2/24～2/28 

 すみれ組 ○○○○○さん 

よろしくお願いします。 

＜０歳児＞ 月のねらい 
 

・冬の自然に親しみ雪に触れ、冷たさや感触を楽しむ。 

 

 

 

＜１歳児＞ 月のねらい 
 

・冬の冷たい風や雪の感触を肌で感じながら外で思い切り体を動かすことを

楽しむ。 

 

 

 

 

 

 

＜２歳児＞ 月のねらい 
 

・冬の自然に触れながら、身体を動かして遊ぶことを楽しむ。 

＜３歳児＞ 月のねらい 
 

・雪や氷の冷たさや感触、形の変化などに気づき、冬ならではの自然に親 

しむ。 

 
＜４歳児＞ 月のねらい 

・共通のイメージや思いを持ちながら、友達や保育者と一緒に遊んだり、活動

したりする。 

 
＜５歳児＞ 月のねらい 

・行事や活動をする中で就学に期待を持ち、意識しながら園生活を過ごす。 

 

○○○○○さん （ ２日） 

○○○○○さん （２１日） 

○○○○○さん   （ ２日） 

○○○○○さん  （２７日） 

２さいになります 

３さいになります 

○○○○○さん  （１６日） 

 

このたびの豪雪による、上水道設備や暖房設備の不具合で皆様には重ね重ねご迷惑を

おかけいたしております。心よりお詫び申し上げます。また、保護者皆様の職場にもご配慮い

ただきありがとうございました。皆様から励ましの言葉を頂き心苦しい中にも、心の温かさに嬉

しさを感じます。水補給含め行政の方々からも、ご心配とご支援を頂いております。  

もうしばらく、時間がかかるかと思われますが、何卒よろしくお願い申し上げます。 

                               理事長 佐藤英樹  園長 小塚光子 

★猛吹雪の中、ダッシュする 4・5歳児そして 3歳児、2・1・0 歳児も園庭で雪に触れ無心 

に転げまわる姿は頼もしい限りです。五感を通し成長する一コマ一コマに「生きる力」や「共に

遊ぶ楽しさ」「考える姿」が見えるかもしれません。 

 

注：記録的な豪雪は地域に災害をもたらしています。 

自分ごととして「備える」大切さ 

★ 避難訓練＝大雪による停電から生活に支障＝を実施. 

1月 29日 10時 30分 大雪により全地域停電、急激に 

気温低下、こどもたちは防寒着でホール集合、災害状況を 

イメージできるよう説明。（こどもたちは説明をしっかり聞いていました。） 

お家の方は雪のためなかなかお迎えが難しい。寒い・トイレが使えない・のどが乾く・おなかが

すく・眠い・・・このような状況が想定されることを話し合い進めました。 

こんな体験をしました。 

・非常用トイレの使い方 

・サバイバルシート 

・テント、おやつ 

非常用トイレやテントは 

数回使用経験があり抵抗なく使えました。サバイバルシートで保温の温かさを体験。 

＝避難訓練後に豪雪伴う災害（暖房・水道）が発生し、訓練が活かされました＝ 

★ 対応は適切でした。こどもたちは動揺もせず、お迎えまでの間、過ごすことができました。 

★ 地震や火災、豪雨、そして豪雪と災害はいつ起こるかわかりません。 

まさに異常気象大変動時代です。 

この度も備えがあって、関係機関との連携が功をなし安心できました。 

園では、この度の災害で「備蓄品が全て活用」  備えは大切ですね。 

 

ローリングストック（消費⇒補充⇒備える）自分ことは自分で備える（自助） 

★ 防災・減災は「備え」から・・・子どもたちは災害用トイレもサバイバルシートも使い方がよく

わかります。雪害ですお車の中に懐中電灯やカイロ・サバイバルシート・トイレ、何より車の

排気には注意！スコップをトランクに入れておきましょう。もし雪が積もるとき旗を準備す

るのもいいかもしれませんね。車がどこにいるかわからなくなるかもしれません。防災士

（園長）として一言書かせていただきました。「備え」を！お車とお家にも！ 

 

★ 幼児期は「人生の土台」をつくる、かけがえのない時期です。 

  「何を食べるか」「どのように眠るか」「どんな遊びをするか」は、全て育ちにつな

がっています。食事は、体をつくるだけでなく病気に負けない力（免疫力）を育てま

す。菓子パンなど偏った食事が続くと免疫力が低下し病気にかかりやすく、結果と

して薬に頼る機会が増えることがあります。毎日の食事が子どもたちの健康と未来

を支えていることを私たちは大切に考えています。 

また、子どもの十分な睡眠（１２時間～１４時間）は、脳の発達や情緒の安定、免疫

力の回復に欠かせません。遊びは単なる時間つぶしではなく、子どもにとっての「学

び」そのものです。「遊びは学び 学びは遊び やって未来が学びの芽」遊びの中で体を

動かし、人と関わり、考え、失敗し、また挑戦…体験を積み重ね心と体を丈夫に「生

きる力」が育まれることを共有しあいたいと思います。  園長 小塚光子 

―３月の予定―   
５日(木) おたのしみ会  

新入園児健康診断・面接        
７日(土) 保護者会総会 

１２日(木) お別れ会         
２１日(土) 卒園式 
２３日(月)１号終業の日・月礼拝 
２７日(金) 職員会 
３１日(火) 修了の日 
 

○○○○○さん （   5日） 

✨クリスマス献金✨ 

ご協力ありがとうございました。
献金総額は、63,159 円でした。 
 
みなさまからお預かりいたしました献金
は「県北報公会」の活動に役立てていただ
きたく寄付をさせていただきました。 
理事長の疋田牧男氏、常務理事の成田重昭
氏にいらしていただき、園を代表してさく
ら組が渡してくれました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

たくさんの
寄付を感謝
します。大
事に使わせ
ていただき
ます。 


